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経常収益の推移 経常利益・中間純利益の推移

（百万円） （百万円）
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・ 経常収益は、貸出⾦利息の減少などにより減収
・ 経常利益は、与信関連費⽤が増加したことなどにより減益、中間純利益も同様に減益

損益の推移（単体）

※会計基準の変更による訴求後の計数（訴求前1,147）
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（百万円）

決算概要

2018年9月期 2019年9月期 前年同期比

業務粗利益 6,568 6,634 65

うち資金利益 6,437 6,433 △3

うち役務取引等利益 162 176 14

うちその他業務利益 △31 24 55

経費 5,716 5,721 5

コア業務純益 899 893 △5

〃（除く投資信託解約損益） 897 798 △99

一般貸倒引当金繰入額① △117 265 382

業務純益 969 647 △322

臨時損益 △333 △116 217

うち不良債権処理額② 341 147 △194

うち株式等関係損益 5 △30 △35

経常利益 636 531 △104

中間純利益 418 377 △81

与信関連費用（①+②） 223 412 188

損益状況 経常利益の増減要因

【単体】

・ 業務粗利益は、その他業務利益（国債等債券損益等）の増加などにより 65百万円増加
・ 経常利益は、与信関連費⽤の増加などにより前年同期⽐ 104百万円減少

（百万円）【単体】
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預り資産
+9億円
+ 0.07％

預金・預り資産

預金残高の推移（単体）

11,117

預り資産残高の推移（単体）

（億円）

※ 預り資産とは、預⾦、譲渡性預⾦、投資信託、公共債
個⼈年⾦保険をいいます。

その他
△41億円
△12.3％

法人預金
+102億円
+4.3％

個人預金
△55億円
△0.6％

譲渡性預金
△ 40億円
△30.5％

預金
+5億円
+0.05％

個人年金保険

+ 85億円
+ 10.5％

・ 預⾦は法⼈預⾦が増加し、2018年9⽉末⽐ 5億円増加（+0.05％）の1兆1,427億円
・ 預り資産残⾼（預⾦含む）は、2018年9⽉末⽐ 9億円増加（+0.07％）の1兆2,832億円

預金
+5億円
+0.05％

（億円）

投資信託
△ 40億円
△ 9.3％

公共債
△ 0億円
△ 3.1％

12,832
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10,769
12,245

11,427
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11,421
12,823



貸出金

貸出金残高の推移（単体） 個人ローン残高の推移（単体）

（億円） （億円）

+10億円
+0.2％

△180億円
△23.9％

+24億円
+0.6％

+8億円
+0.3％

+2億円
+0.3％

・ 貸出⾦残⾼は、市場性ローン・地公公社向けが減少し2018年9⽉末⽐ 185億円減少（△1.8％）の9,648億円
・ 個⼈ローン残⾼は、2018年9⽉末⽐ 11億円増加（+0.3％）の3,553億円

△185億円
△1.8％

+11億円
+0.3％

9,648
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（億円）

・ 岡⼭県内向け貸出残⾼は、2018年9⽉末⽐ 27億円増加（+0.3％）の8,312億円
・ 岡⼭県内向け貸出⽐率も、2018年9⽉末⽐ 1.9％上昇の86.1％

岡山県内向け貸出（順調に増加）
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9,6489,373
△185億円
△1.8％

+27億円
+0.3％

△212億円
△13.7％

県内比率
78.3％

県内比率
86.1％

9,748

県内比率
81.7％

9,834

県内比率
84.2％



中⼩企業向け（※）貸出 (市場性ローン・預担を除く）残⾼
（億円）

※ 資本⾦3億円（ただし、卸売業は1億円、⼩売業、飲⾷業、物品賃 貸業等は5千万円）以下の会社⼜は常⽤する従業員が300⼈
（ただし卸売業、物品賃貸業等は100⼈、⼩売業、飲⾷業は50⼈）以下の企業など

※ 岡⼭県内は預担を含んだ計数です

・ 中⼩企業向け貸出残⾼は、2018年9⽉末⽐ 82億円増加（+2.5％）の3,275億円
・ うち岡⼭県内は、2018年9⽉末⽐ 100億円増加（+3.4％）の2,978億円
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+82億円
+2.5％

中小企業向け貸出（順調に増加）

3,275

2,880 △18億円
△5.8％

+100億円
+3.4％

3,028
3,193



（先）

・ 事業者向け貸出先数（全体）は、2018年9⽉末⽐ 318先増加（+3.0％）の10,686先
・ うち岡⼭県内の事業者向け貸出先数は、2018年9⽉末⽐ 318先増加（+3.3％）の9,877先
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全体
+318先
+3.0％

事業者向け貸出先数（順調に増加）

岡山県内
+318先
+3.3％



総資金利鞘（国内業務部門）

総資金利鞘等の推移（国内業務部門）

・ 総資⾦利鞘は、2018年9⽉期⽐ 0.01％低下の0.15％
・ 貸出⾦利回は、2018年9⽉期⽐ 0.02％低下の1.23％、有価証券利回は、同 0.42％上昇の0.99％、

9

各種利回り等の推移（国内業務部門）



有価証券

（百万円）
2019年9月末
評価損益

2019年3月末

評価損益
2019年3月末比

満 期 保 有 ⽬ 的 1,401 46 1,355

そ の 他 の 有価証券 3,712 210 3,501

株 式 2,021 △468 2,490

債 券 1,103 98 1,005

そ の 他 586 581 5

合 計 5,114 256 4,857

有価証券残高の推移

△104億円
△ 100％

△104億円
△25.9％

△458億円
△49.4％

△10億円
△15.5％

+112億円
+19.7％

有価証券評価損益の状況

利回り・修正デュレーションの推移

・ 有価証券残⾼は、国債等の運⽤を抑制したことから2018年9⽉末⽐ 565億円減少（△27.3％）の1,505億円
・ 有価証券評価損益は、その他（ファンド等）の評価益の増加により2019年3⽉末⽐ 256百万円増加（+5.2％）の

5,114百万円

△565億円
△27.3％

2,070
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（億円）

2,865

2,537

1,505



自己資本比率

（億円）

自己資本の推移【単体】 自己資本比率・リスクアセットの推移【単体】

（億円）

• ⾃⼰資本⽐率（単体）は、2019年3⽉末⽐ 0.04％上昇し8.09％
• 国内基準（4％以上）を⼤きく上回っており、健全性を確保
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経費・コア業務粗利益ＯＨＲ

（百万円）
2019年
9⽉期

2018年
9⽉期前年同期⽐

合 計 5,721 5 5,716

⼈ 件 費 3,038 △ 49 3,088

物 件 費 2,322 61 2,261

税 ⾦ 359 △ 6 366

※ コア業務粗利益ＯＨＲ＝営業経費／コア業務粗利益

経費・コア業務粗利益ＯＨＲの推移 経費の推移

人員の推移

（億円）

（⼈）

※ 出向者を除く

5758

・ 経費は、計算委託料の増加などにより2018年9⽉期⽐ 横ばいの5,721百万円
・ コア業務粗利益ＯＨＲは、経費の増加により2018年9⽉期⽐ 0.09％上昇し86.49％

58

1,050
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1,059

57

1,063 1,044



不良債権比率、保全・引当状況

不良債権比率の推移

（億円）

与信関連費用の推移

2019年

9月末

2019年

3月末2019年3月末比

保 全 率 80.03 △ 3.30 83.33

引 当 率 44.08 △ 6.02 50.10

保全・引当状況
（％）

（百万円）

・ 不良債権⽐率（⾦融再⽣法開⽰債権⽐率）は、2019年3⽉末⽐ 0.03％低下の2.15％
・ 保全率（担保・保証等、引当⾦）は、80.03％と⾼⽔準を維持

220
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217 205 212



2020年3月期 業績予想

（％表⽰は対前期増減率）

経常収益 経常利益 当期純利益
一株当たり
当期純利益

2020年3⽉期
（予想）

百万円

17,500
％

△3.1
百万円

1,700
％

△7.1
百万円

1,200
％

△6.4

円 銭

89 18

連結経常収益 連結経常利益 連結当期純利益
一株当たり
当期純利益

2020年3⽉期
（予想）

百万円

22,500
％

22.4
百万円

1,900
％

△0.0
百万円

1,300
％

△25.8

円 銭

97 88

【単体】

【連結】
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※期初予想から変更ありません。



トマト銀行のプロフィール
本 社 所 在 地 岡⼭県岡⼭市北区番町2丁⽬3番4号
設 ⽴ 年 ⽉ ⽇ 昭和6年11⽉9⽇
資 本 ⾦ 178億1千万円
総 資 産 1兆2,272億円
預 り 資 産 残 ⾼ 1兆2,832億円（うち預⾦残⾼ 1兆1,427億円）
貸 出 ⾦ 残 ⾼ 9,648億円
従 業 員 数 874名（嘱託・パート社員除く）
店 舗 数 61ヵ店、住宅ローンセンター 2ヵ所、ビジネスサポートプラザ 1ヵ所
上 場 取 引 所 東証⼀部（証券コード 8542）
※ 計数は単体、2019年9⽉末時点
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本資料に関する照会先

株式会社トマト銀⾏ 経営企画部
Tel：086-800-1830
Fax：086-224-0207

本資料には、将来の業績に関する記述が含まれております。こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、リスクと不確実性を
内包するものです。
将来の業績は、経営環境の変化等により、⽬標対⽐等異なる可能性があることにご注意ください。
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